
油処理剤使用上の注意

・専用散布器の使用

・原液散布

（海水や水との混合散布は不可）

・散布後は攪拌する

油処理剤を使用しないほうが良い場合

・軽質油（灯油等）、動植物油の場合

・流出油がタール状の場合

・水産資源の生育環境に重大な影響があるとき

（養殖生簀や取水口付近）

・波浪等による分散効果が高い場合

・閉鎖性の海域、水深の浅い海域
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油処理剤散布

水生生物に対し低毒性

油処理剤とは・・・

水面の浮流油に散布し、攪拌

することによって速やかに油を微
粒子状態に乳化分散させ油の表
面積を増大させ、かつ、最終的に
海底に沈降せず、自然浄化を受
けやすい状態にすることができ、
かつ水産生物に対して低毒性の
物質

http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/karatsu/
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